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立ち
立ちの増野 月14目。寝静の卒
ぞれ卒業(園)式が行われました。

議

トップに幼稚最 小

今年の卒業生は中学生が127人、小学校と幼稚園は共に108人。父兄や

後輩に見守られながら恩師や友達との別れを惜しむ姿が印象的でした。

巣立ちゆく若鳥のたくましい成長と活躍に大きな声援を送りたい。
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三
月
定
例
議
会
が
三
月
十
日
か

ら
十
六
日
ま
で
の
七
日
間
に
わ
た

っ
て
闘
か
れ
、
昭
和
六
十
二
年
度
の

当
初
予
算
等
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

本
年
度
の
一
般
会
計
予
算
は
、

十
八
億
二
千
三
十
四
万
円
で
前
年

度
に
比
べ
て
十
七
・
二
%
と
高
い

伸
び
率
と
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
今
月
は
、
今
年
度
一
年

間
ど
の
よ
う
に
村
づ
く
り
が
進
め

ら
れ
る
の
か
、
予
算
の
し
く
み
と

そ
の
使
い
み
ち
に
つ
い
て
み
な
さ

ん
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
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昭和62年度
計画計上された事業費

(千円)

3，936 

1，565 

1，822 

1，983 

1，934 

総務費

福島空港対策費..…

交通安全対策費…・・

福島県議会議員選挙資............

玉川村長選挙費…

玉川村‘農業委員会選挙費....・ H ・-…

村税の内訳

市

121， 148千円

固定資産

税

7，632千円

市町村たばζ消費税

23，407千円

税

税

こ産話ー

民

車

村

動

町

自軽

62(年度)

(13.1 ) 

18億2，034

一般会計当初予算の推移

15億5，285

14億6.065
13億8，160

61 60 59 

億円

20 

15 

10 

5 

30. 000 ( 1. 6 ) 

33， 601 ( 1. 9 ) 

35， 000 (1. 9 ) 

100，100 (5.5) 

139， 132 (7.6) 

238，372 

76，447 (4. 2 ) 

56，691 (3.1) 

83，701 (4.6) 

109，652 

157，467 

174.209 

20， 722 

37，673 

11，015 

25，425 

5，513 

22.925 

730 

衛生費

農林水

産業費

消防費

教育費

災害

復旧費

公債費

商工費

予備費

その他

2，180 

10.916 

6，309 

43，870 

44，614 

71.036 

1.040 

16，455 

2，854 

60，296 

5，023 

10，935 

費....・ H ・-… 94.337

費……一一 238.409

費……… 83，179

5.135 

6.086 

1.606 

31，031 

玉川村議会議員選挙費…....…

民生費

社会福祉

老人福祉

幼児保育

衛生費

費............

費.........

費.......

疾 病予防 費…

環境衛生費・・

健康づくり推進 費....・H ・…

老人保{建資....

農林水産業費

農 業振 興費・

農 道整備 事業費・・…・

農 村花嫁対策 費・…

農 山漁村特別対策 費

排水特別対策事業費…一

非補助土地改良事業費...

水田農 業確立対策 費…

松くい虫防除対策 費・・

土木費

道路維持

道路新設改良

公営住宅建設

消防費

防災まちづくり 事業費…・・・

広報無線個別受信機設置費...

業

業

業

事

事

事

霊安
E"=' 

XI. 税電

(お.9)

985 

3.300 

3.550 

33，228 教育費…

教職員住宅建設及び改修事業

川辺小フェンス増設工事

玉川第一小校舎内部塗装工事 21，485千円

ー l千円
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白

・

税取ヲ|ネオ木

歳
入
の
中
で
は
地
方
交
付
税
が
ト

ッ
プ
で
七
億
四
千
万
円
。
占
め
る
割

合
も
四

0
・
七
Mm
と
大
き
な
も
の
と

な
っ
て
い
ま
す
。
次
い
で
大
き
な
割

合
を
占
め
て
い
る
の
が
自
主
財
源
の

村
税
。
こ
れ
は
三
億
四
千
四
百
三
十

二
万
円
が
見
込
ま
れ
、
前
年
度
当
初
予

算
と
比
べ
十
一
%
の
伸
び
率
で
三
千

四
百
万
円
の
増
収
と
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
ほ
か
、
県
支
出
金
が
全
体
の

十
三
・
一
%
の
二
億
三
千
八
百
三
十

七
万
円
、
国
庫
支
出
金
に
は
一
億
三
千

九
百
十
三
万
円
が
計
上
さ
れ
て
い
ま

す口

以
上
の
四
つ
が
村
に
入
っ
て
く

る
財
源
の
柱
に
な
っ
て
い
ま
す
。

* 口
地方交付税

私たちが国{ζ納める所得税、

法人税、酒税の合計額の一定

割合を坂入の少ない都道府県

や市町村{こ交付するもの。

国庫支出金・県支出金

学校関係の経費や保育所措

置などのように、使い道を指

定して国や県が支出するお金。

* 

モメ歳
出
で
は
、
道
路
の
整
備
や
土
地

改
良
事
業
な
ど
の
土
木
費
が
ト
ッ
プ

で
四
億
六
千
三
百
二
万
円
。
こ
れ
は

全
体
の
二
五
・
四
%
を
占
め
て
お
り
、

こ
の
中
に
は
一
福
島
空
港
建
設
に
伴
う

西
側
進
入
路
の
整
備
事
業
費
等
も
含

ま
れ
て
い
ま
す
。

次
い
で
多
い
の
が
、
農
用
地
の
基

盤
な
ど
農
業
振
興
の
た
め
の
農
林
水

産
業
費
が
二
億
八
千
六
百
二
十
七
万

円
で
十
五
・
七
%
を
占
め
で
い
ま
す
D

ま
た
、
役
場
の
維
持
管
理
な
ど
に
使

わ
れ
る
総
務
費
に
二
億
四
千
百
十
九

万
円
、
学
校
関
係
の
施
設
充
実
や
整

備
等
に
使
わ
れ
る
教
育
費
に
は
一
億

九
千
三
百
二
十
万
円
が
計
上
さ
れ
、

続
い
て
公
債
費
、
衛
生
費
、
民
生
費

の
順
と
な
っ
て
い
ま
す
。

28，391 

13，100 

玉川第一小駐車場舗装工事

須釜小焼却炉設置工事

泉中体育用具室新設工

須釜中防球フェンス設置工事

幼稚園物量設置

村民グラウンド災害復旧工事

災害復 j自費

公共土木施設 16カ所・

農林水産施設

ぼくたちみんなの合言葉とび出すな、ゆすりあいゆとり、ゆったり、安全はゆっくり、
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特

躍日

合
一
品

計

十
三
万
円
が
計
上
さ
れ
ま
し
た
D

そ

の
ほ
か
、
老
人
保
健
拠
出
金
が
大
幅

な
ア
ッ
プ
を
み
せ
、
三
三
・
七
%
増

の
九
千
七
百
二
十
七
万
円
に
な
っ
て

い
ま
す
。

1111川

昭
和
六
十
二
年
度
の
予
算
は
、
医

療
費
の
適
正
化
と
収
納
率
の
向
上
を

最
重
点
と
し
て
四
億
五
千
六
百
五
十

七
万
円
が
計
上
さ
れ
ま
し
た
。

歳
入
で
は
固
か
ら
補
助
金
と
し
て

助
成
さ
れ
る
国
庫
支
出
金
は
、
前
年

度
に
比
べ
一
千
三
百
万
円
多
い
一
億

九
千
七
百
七
十
五
万
円
に
な
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
自
主
財
源
の
国
民
健

康
保
険
税
は
、
前
年
度
と
比
べ
て
一

千
九
百
九
十
三
万
円
の
増
。
こ
れ
は

九
・
八
%
の
伸
び
と
な
り
、
二
億
二

千
三
百
九
十
三
万
円
が
見
込
ま
れ
て

い
ま
す
。

歳
出
で
は
、
国
で
示
し
た
積
算
方

法
に
基
づ
い
た
計
算
に
よ
っ
て
保
険

給
付
費
を
見
積
り
、
三
億
一
千
八
百

歳入

合計

321，474 

諸費

321，474 

出金

11 

合計

321. 474 

入

支

療

支

入

出

県

繰

歳出

医

諸

歳

歳

政
方

乗る人に、

福

畠

(千円)

支払基金交付金

225.233 

国庫支出金

64， 154 

出金

16，039 

金

16，041 

繰越金・諸収入

昨
年
九
月
正
式
に
許
可
が
下

り
、
国
の
六
十
二
年
度
予
算
に
十

二
億
円
の
事
業
費
が
認
め
ら
れ
、

昭
和
六
十
八
年
三
月
開
港
に
向
け

て
本
格
的
に
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

A
7
年
度
か
ら
用
地
買
収
に
入
る

ほ
か
、
空
港
周
辺
整
備
計
画
、
広

一ア

ク

ノ

昨
年
十
二
月
に
郡
山
市
を
中
心

と
す
る
地
域
が
テ
ク
ノ
ポ
リ
ス
地

域
に
指
定
さ
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、

本
村
も
臨
空
港
開
発
ゾ

i
ン
と
し

て
、
位
置
づ
け
ら
れ
ま
し
た
。

産
業
、
学
術
、
居
住
の
環
境
が

県

工

営

村
振
興
計
画
の
中
で
も
企
業
誘

致
に
よ
る
一
雇
用
の
確
保
は
大
き
な

柱
に
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
要
と

な
る
の
が
県
営
玉
川
工
業
団
地
で

す
。
六
十
一
年
度
か
ら
用
地
買
収

等
の
対
応
に
あ
た
っ
て
い
ま
す
が
、

本
年
度
に
は
造
成
工
事
が
完
了
す

る
予
定
で
す
の
で
、
優
良
企
業
の

誘
致
に
最
大
限
の
努
力
を
払
い
ま

す
。

!ilコ
ヱE

j議

域
公
園
計
画
、
西
側
進
入
路
な
ど

も
具
体
化
し
ま
す
。
村
で
も
地
権

者
と
地
域
住
民
が
こ
れ
ま
で
協
議
、

検
討
を
重
ね
で
き
た
要
望
事
項
の

実
現
に
全
力
を
あ
げ
て
努
力
し
て

い
き
ま
す
D

思いやり

ポ

ス

リ

ベルトすすめる

整
備
さ
れ
る
と
と
も
に
、
高
度
技

術
産
業
の
集
積
が
図
ら
れ
る
こ
と

に
な
り
、
そ
の
波
及
効
果
を
最
大

限
に
活
用
で
き
る
よ
う
対
応
し
て

い
き
ま
す
。

業

地

国
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昭
和
六
十
二
年
度
広
域
簡
易
水
道

事
業
会
計
予
算
は
、
六
千
二
百
八
十

五
万
円
で
前
年
度
に
比
べ
八
・
三
%

の
伸
び
と
な
り
ま
し
た
。

今
年
度
に
予
定
さ
れ
て
い
る
主
な

建
設
改
良
事
業
と
し
て
、
配
水
池
の

増
設
工
事
等
が
あ
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
配
水
池
が
増
設
さ
れ
ま
す
と
、

夏
場
の
水
不
足
が
解
消
さ
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

支出

建設
一般会計|
λ一|改良費
補助金|

54， 234 

企業債

償還金

3， 542 

43.500 

4. 296 

20 

101 

営業外費用

特別損失

費{蔚-予

営業収益

48，326 

営業外収益

14，520 

特別収益

10 

園児ら

ポシエットに大喜び
すがま幼稚園の卒

園式が3月17日に行
われ、この目、園児全

員に卒園のお祝いに

とかわいいポシ工ツ

トのプレゼントがあ

りました。贈り主は南須釜字南宿の円谷

清さん (75歳)。卒園の日に間に合うよう
にと、庖番の合間など蝦をみつけて一針

一針作った手作りポシエツトて、その数

80個。いろとりどりのプリント地のポシ
工ツトを早速園長先生からかけてもら

い、子供たちはニコニコ顔。ポシ工ツト

の中にはキャラメルやガムなども入コて

おり、思いがけないプレゼントに先生や

父兄から大変感謝されています。

また、円谷さんは2年前も同じように
プレゼントしており、今回て2回目てす。

贈り主の円谷さん

本
事
業
は
命
の
水
ガ
メ
で
あ
る

千
五
沢
ダ
ム
の
水
を
利
用
し
、
農

用
地
の
造
成
・
区
画
整
理
・
濯
が

い
排
水
事
業
を
総
合
的
に
行
い
、

農
業
の
近
代
化
、
効
率
化
を
図
る

た
め
の
も
の
で
す
。
こ
の
遂
行
に

あ
た
っ
て
は
、
農
業
に
対
す
る
基

公

営

住

宅

等

の

建
吾Ju
E又

交通死亡事故ゼロ記録更新中 3月31日現在 1，985日

国
営
母
畑
土
地
改
良
事
業

空
港
と
テ
ク
ノ
ポ
リ
ス
と
の
メ

リ
ッ
ト
を
確
保
し
、
郡
山
、
須
賀

川
の
通
勤
者
の
ペ
ッ
ト
タ
ウ
ン
と

し
て
流
入
人
口
を
含
め
、
快
適
で

安
価
な
住
宅
地
を
供
給
し
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。
位
置
・
環
境
・

地
価
な
ど
の
諸
条
件
を
勘
案
し
、

遂
次
計
画
的
に
進
め
ま
す
D

そ
の

水

道

給

水

量

豊
富
で
良
質
、
低
廉
な
水
を
確

保
し
、
供
給
す
る
こ
と
は
、
村
振

興
計
画
達
成
の
た
め
の
重
要
、
不

可
欠
な
条
件
に
な
っ
て
い
ま
す
。

空
港
、
工
業
団
地
、
住
宅
団
地

の
水
需
要
に
対
応
す
る
た
め
に
は
、

中

尚
早
J

校

村
内
に
あ
る
こ
つ
の
中
学
校
は
、

い
ず
れ
も
木
造
で
老
朽
化
が
進
み
、

改
築
整
備
が
最
大
の
課
題
に
な
っ

て
い
ま
す
口
六
十
二
年
度
か
ら
諮

問
委
員
会
を
設
置
し
、
統
合
あ
る

第
一
段
階
と
し
て
、
す
で
に
取
得

造
成
し
て
あ
る
竜
崎
地
内
に
一
棟

十
二
戸
の
公
営
住
宅
を
建
設
し
ま

す
。
こ
れ
は
六
十
二
年
度
を
初
年

度
と
し
て
六
十
五
年
度
ま
で
の
四

カ
年
計
画
で
、
合
計
六
十
戸
の
住

宅
を
建
設
す
る
予
定
で
す
。

の

確

保

新
た
な
水
源
を
確
保
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
が
、
そ
の
補
完
事
業

と
し
て
A
7
年
度
に
現
在
の
配
水
池

の
隣
接
地
に
、
容
量
約
五
百
ト
ン

の
配
水
池
を
増
設
い
た
し
ま
す
。

の

整

備

い
は
改
築
、
位
置
、
敷
地
条
件
、

学
校
規
模
な
ど
を
含
め
、
十
分
調

査
検
討
を
加
え
、
教
育
施
設
の
充

実
に
努
め
ま
す
口

本
政
策
な
ど
の
諸
情
勢
を
勘
案
し
、

投
資
の
効
果
等
に
留
意
し
な
が
ら

農
用
地
造
成
及
び
畑
地
濯
水
の
縮

小
、
ダ
ム
の
水
の
他
目
的
利
用
等

を
含
む
計
画
変
更
を
早
期
に
実
行

し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
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い

よ

い

よ

長

か

っ

た

冬

に

別
れ
を
告
げ
、
桜
の
開
花
と
共
に
人

と
車
の
動
き
が
活
発
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
四
月
は
希
望
に
満
ち
た
新
入

学
(
盟
)
児
童
や
園
児
が
慣
れ
な
い

足
ど
り
で
登
校
し
ま
す
。
こ
の
子
供

た
ち
を
交
通
事
故
か
ら
守
る
県
民
運

動
が
四
月
六
日
か
ら
十
五
日
ま
で
の

十
日
間
実
施
さ
れ
ま
す
。

特

に

ち

の

交

通

事

故

の

特

で

の

昨年の新入学関児の交通安全教室から

産
前
直
後
に
よ
る
事
故
が
自
立
ち
、

幼
児
で
は
同
伴
者
が
い
る
に
も
か
か

わ
ら
ず
事
故
に
あ
っ
て
い
ま
す
。

中
学
生
は
、
自
転
車
に
よ
る
事
故

が
多
い
の
が
特
徴
で
す
。
一
方
、
歩

行
者
側
の
違
反
も
目
立
っ
て
き
て
い

ま
す
。
年
々
ド
ラ
イ
バ
ー
の
増
え
続

け
る
車
社
会
の
中
で
、
子
供
や
お
年

寄
り
な
ど
の
交
通
弱
者
を
守
る
こ
と

は
、
ド
ラ
イ
バ
ー
に
と
っ
て
最
大
の

義
務
で
す
。

子
供
の
持
性
を
理
解
し
、
危
な
い

行
動
を
見
か
け
た
ら
、
徐
行
す
る
か

停
止
し
て
声
を
か
け
る
な
ど
、
ド
ラ

イ
バ
ー
側
で
積
極
的
に
危
険
を
回
避

し
て
下
さ
い
。
家
庭
は
も
と
よ
り
、

地
域
ぐ
る
み
で
、
新
入
学
(
閣
)
児

の
夢
を
温
か
く
育
ん
で
い
き
た
い
も

の
で
す
。

4
月
刊
ω
日
1
5
月
5
B

司
@
抑
留
臼
母

桜
の
開
花
と
と
も
に
い
よ
い
よ
行

楽
シ
ー
ズ
ン
の
到
来
で
す
。
行
楽
に

農
作
業
に
と
家
を
留
守
に
す
る
こ
と

が
多
く
な
っ
て
き
ま
す
。
こ
の
時
期

は
泥
棒
に
と
っ
て
は
絶
好
の
チ
ャ
ン

ス
。
空
巣
狙
い
に
あ
わ
な
い
よ
う
、

出
か
け
る
時
は
必
ず
戸
締
り
を
し
、

隣
近
所
に
も
ひ
と
声
か
け
て
お
き
ま

し
ょ
う
。

ま
た
、
最
近
は
各
家
庭
で
も
こ
;

三
台
の
自
動
車
を
所
有
し
て
い
ま
す
。

車
上
荒
し
な
ど
に
あ
わ
な
い
た
め

に
も
必
ず
、
車
か
ら
離
れ
る
と
き
に

は
ド
ア
ロ
ッ
ク
を
し
ま
し
ょ
う
。

村交通対策協議会

ては、次のようなこ

とをポイントに運動 ν1'V)1，1JlAL'ーー--- ， 

を推進しますので¥ ザ桁相お~~<<I(r::
皆さんのこ協力をお~~.必{~J1l(~問手
願いしますo ~\II閥抗\議
l 街頭指導の実施

@日躍を除く期間中、毎朝仔います。

広報活動の強ft
@防災行政無線、広報車による広報活

動をします。

3 新入学(関)児に対す~交通安全教育
の実施

・通学路等における実践教育を行心、

指導にあたります。

4 新入学(摺)児の保護者に対す否交通

安全教育の実施

@各種の会合、鹿談会におわて安全対

策の検討をします。

5 家庭の f交通安全推進員」の委嘱
。小学6年生を対象として、家庭や学
校て指導的役割をもってもらいます。

なお、春の交通安全運動は、統一地方

選挙の関係により、 5 に延期されます。

2 

ぼくたちみんなの合言葉とび出すな、
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玉
川
村
に
お
け
る
土
地
利
用

行
政
の
指
針
と
な
る
べ
き
「
国

土
利
用
計
画
(
玉
川
村
計
画
)
し

が
、
一
二
月
定
例
村
議
会
に
お
い

て
議
決
さ
れ
、
制
定
さ
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
こ

の
計
画
の
目
的
や
概
要
に
つ
い

て
み
な
さ
ん
に
お
知
ら
せ
し
ま

す。村土の利用目的に応じた

区分ごとの規模目標

こ
の
計
画
は
、
国
土
利
用
計
画
法

の
規
定
に
基
づ
き
、
玉
川
村
の
区
域

に
お
け
る
国
土
(
村
土
)
の
利
用
に

関
す
る
基
本
的
事
項
を
、
福
島
県
国

土
利
用
計
画
と
第
三
次
玉
川
村
振
興

計
画
に
添
っ
て
定
め
た
も
の
で
、
本

村
の
振
興
、
発
展
の
土
台
と
な
る
重

要
な
計
画
で
す
。

策
定
に
当
り
ま
し
で
は
、
住
民
の

意
向
を
重
視
し
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

を
実
施
し
た
り
、
役
場
内
関
係
諸
計

画
担
当
者
と
の
調
整
及
び
土
地
利
用

行
政
の

一
体
的
な
施
行
を
図
る
た
め

に
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ

i
ム
を
編
成
す

る
な
ど
し
て
、
本
村
の
現
況
を
把
握

し
、
計
画
し
ま
し
た
。

内
容
に
つ
い
て
は
、
昭
和
七
十
年

を
目
標
と
し
、
人
口
・
世
帯
数
、
産

業
就
業
人
口
及
び
各
種
所
得
な
ど
の

指
標
の
推
移
、
自
然
環
境
等
の
公
益

(単位:ha， %) 

注)(1) 道路は、一般道路及び農林道である。

(2) 市街地は、「国勢調査jの定義による人口集中地区

である。

的
機
能
を
充
分
に
考
慮
し
、
「
農
用

地
」
「
森
林
」
「
原
野
」
「
水
面
・

河
川
・
水
路
」
「
道
路
」
「
宅
地
」

「
そ
の
他
」
の
七
項
目
の
土
地
に
つ

い
て
、
各
々
の
持
つ
諸
機
能
が
効
率

よ
く
発
揮
で
き
る
よ
う
に
配
慮
し
て

策
定
し
ま
し
た
。

村
土
は
村
民
の
た
め
の
い
わ
ば
共

通
の
基
盤
で
あ
る
と
と
も
に
、
限
ら

れ
た
資
源
で
も
あ
る
わ
け
で
す
。

二
十
一
世
紀
に
向
け
て
、
計
画
さ

れ
て
い
る
大
型
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
有

効
に
活
用
し
、
限
り
あ
る
村
土
を
計

画
的
・
総
合
的
に
利
用
す
る
た
め
に

は
、
村
全
体
の
協
力
が
必
要
と
な
っ

て
き
ま
す
。

本
計
画
策
定
に
あ
た
っ
て
は
、
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
等
に
数
多
く
の
み
な

さ
ん
か
ら
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し

た
こ
と
を
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

な
お
、
本
計
画
に
対
す
る
問
い
合

わ
せ
は
、
役
場
企
画
課
に
ご
連
絡
く

だ
さ
い
口

計画策定の経緯

国土利用計画(玉川村計画〉
策定を決定
計画策定について県土地調
整課と打合せ
住民意向調査(アンケー卜)
実施
国土利用計画(玉川村計画)
プロジェクトの設置
国土利用計画(玉川村計画〉
策定に関する庁内説明会開催
第 1自プロジェクト会議の
開催
県中行政事務所長に事前調
整依頼
県出先機関合同ヒアリング
五法担当者会議
土地利用調整会議幹事会
村議会事前説明
村議会にて議決
公表

「
少
年
非
行
妨
止
」

テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス

こ
の
ほ
ど
、

N
T
T
石
川
で
は
、

石
川
響
察
署
と
タ
イ
ア
ッ
プ
し
て
「
少

年
非
行
防
止
」
の
テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ

ス
を
始
め
ま
し
た
。
こ
の
テ
レ
ホ
ン

サ
ー
ビ
ス
は
、

二
十
四
時
間
体
制
で

行
っ
て
お
り
、
内
容
は
シ
リ
ー
ズ
で

組
ま
れ
て
い
ま
す
。

石
川
管
内
で
の
非
行
に
よ
る
少
年

の
検
挙
や
補
導
の
数
は
、
年
々
多
く

な
っ
て
い
ま
す
。
「
青
少
年
非
行
化
」

の
ハ
ド
メ
の
た
め
に
、
保
護
者
の
方

の
利
用
を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

ア
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス
は

8
M
o
l
o
-
-
o
ヘ

ゆずりあいゆとり、ゆったり、安全はゆっくり、



川

学
び
、

ん
か

学
級
生
募
集

中
小
青
年
教
室

対
象
者
:
:
村
内
在
住
の
青
年
男
女

定
員
:
:
三
十
名

内
容
:
:
野
外
及
び
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
、
ス
ポ
ー
ツ
や
教
養
、

国
際
化
社
会
の
中
の
青
年

学
習
な
ど
。

期
間
・
:
五
月

1
翌
年
二
月

学
習
日
:
:
毎
月
一
回
(
第
四
火
曜
日
)

午
後
七
時
1
九
時

申
込
締
切
:
:
四
月
三
十
日
(
木
)
ま
で

公
民
館
へ

*
婦
人
学
級

対
象
者
:
・
村
内
在
住
の
附
人

定
員
:
:
六
十
名

内
容
:
:
食
事
と
健
康
、
ス
ポ

ー
ツ、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
教
養
な

レし

間
:
:
五
月

1
十
二
月

同
月
投ハ

学
習
日
:
:
毎
月
四
(
第
三
月
曜
日
)

午
後
七
時

1
九
時

申
込
締
切
:
・
四
月
三
十
日
(
木
)
ま
で

*
高
齢
審
教
室

対
象
者
:
:
村
内
迩
住
の
概
ね
六
十
歳

以
上
の
方

定

員

:
・
泉
教
室
、
須
釜
教
室
と
も

七
十
五
名
ず
つ

内

容

・
・
健
康
管
理
、
趣
味
、
教
養

生
き
が
い
な
ど
に
関
す
る

こ
と

期
間
:
:
五
月

1
翌
年
二
月

学
習
日
:
:
毎
月
一
回
(
第
三
水
曜
日
)

泉
教
室
(
午
前
九
時
1
正
午
)

須
釜
教
室
(
午
後
一
時
半

1
四

時
半
)

重量
E3  

る

一
一
月
中
旬
か
ら
毎
週
金
曜
日
、
合

計
五
回
に
わ
た
っ
て
書
道
教
室
が
聞

か
れ
ま
し
た
。
講
師
は
現
在
、
県
諸

展
に
活
躍
さ
れ
て
い
る
小
山
田
伸
先

生
。
(
小
高
在
住
)

会
場
の
就
改
セ
ン
タ
ー
に
は
、
毎

回
、
家
庭
の
主
婦
や
勤
め
を
終
え
た

人
た
ち
が
集
ま
り
、
熱
心
に
受
講
し

ま
し
た
。
初
心
者
か
ら
ベ
テ
ラ
ン
組

ま
で
、
先
生
の
効
果
的
な
指
導
で
メ

キ
メ
キ
上
達
。
最
後
の
教
室
で
は
、

初
回
の
作
品
と
修
了
時
の
作
品
を
見

比
べ
、
お
互
い
の
作
品
を
批
評
し
、

有
意
義
な
教
室
と
な
り
ま
し
た
。

な
お
、
書
道
教
室
の
成
果
を
就
改

セ
ン
タ
ー
ロ
ビ

i
に
一
同
に
展
示
し

て
あ
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
、
ご
観
覧

く
だ
さ
い
。

思いやりベルトすすめる乗る人に、

いよいよスポーツも開幕。今年も公民館主催

のテニス教室が開催されます。初めてラケット

をにぎる方ても大丈夫です。あなたもチャレン

ジしてみませんわ、。

令場所玉川村テニスコート(村民クラウン

ド内)

時 5月3日.10日.17日(5月の第i、
2、38躍日)

。定員 50人
。参加費無料

。参加資格者 村内在住勤労者及び婦人

。講 師硬式・佐藤敦先生(県南テニス協会

理事長) 軟式・安達隆先生(郡山市

安積中学校教諭)

。持参品 テニスシューズ・ラケット(軟式ラ

ケットはお貸しします。)

@申込先 公民館まて。電話も可(包57-3101
内線62)

令日
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の
納
入

割
引
さ

国
民
年
金
の
保
険
料
は
、
四
月
か

ら
一
月
分
七
、
四

O
O円
(
定
額
保

険
料
)
に
な
り
ま
す
。
こ
の
保
険
料

を
一
括
前
納
し
ま
す
と
、
毎
月
納
め

る
手
数
も
は
ぷ
け
ま
す
し
、
う
っ
か

り
納
め
忘
れ
も
な
く
な
り
、
保
険
料

が
割
引
き
さ
れ
大
変
お
得
で
す
。

割
引
き
前
納
の
納
期
限
は
四
月
三

日
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
前
納

を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
今
月
中
旬
に

送
付
す
る
昭
和
六
十
二
年
度
国
民
年

金
保
険
料
納
入
通
知
書
の
前
納
用
納

付
書
に
よ
り
納
入
し
て
く
だ
さ
い
。

〈
前
納
保
険
料
額
〉

マ
定
額
保
険
料
二
月
分
七
、
四

O

O
円
)
で
は
、
二
、

一
四

O
円
割

引
き
さ
れ
て
八
六
、
六
六

O
円
に

な
り
ま
す
。

マ
定
額
十
付
加
保
険
料
(
一
月
分
七
、

八

O
O円
)
で
は
、
二
、
二
六

O

円
割
引
き
さ
れ
て
九
一
、
三
回

O

円
に
な
り
ま
す
。

第
二
反
抗
期
の
子
供

子
供
を
立
派
に
育
て
上
げ
た
親
に

次
の
よ
う
に
聞
い
て
み
た
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
赤
ち
ゃ
ん
の
時
代
か
ら
成

人
し
て
親
の
家
を
離
れ
て
い
く
日
ま

で
の
こ
と
を
顧
み
て
、
子
供
が
一
番

か
わ
い
い
と
思
っ
た
時
期
、
最
も
心

配
や
苦
労
の
多
か
っ
た
時
期
は
い
つ

ご
ろ
で
し
た
か

i
i
!
と。

回
答
に
は
個
人
差
が
あ
り
ま
す
が
、

か
わ
い
い
と
思
っ
た
の
は
幼
稚
園
か

。

東
京
都
立
大
学
教
授

詫

摩

武

必舟
Eタζ

ら
小
学
校
の
低
学
年
の
こ
ろ
、
そ
し
て

苦
労
の
多
か
っ
た
の
は
中
学
生
の
後

半
か
ら
高
校
の
前
半
の
こ
ろ
、
と
い

う
答
え
が
た
く
さ
ん
得
ら
れ
ま
し
た
。

第
二
反
抗
期
と
い
う
の
は
、
中
学

か
ら
高
校
の
時
期
に
当
た
り
ま
す
口

視
が
子
供
の
た
め
を
思
っ
て
言
う

こ
と
が
、
う
る
さ
い
干
渉
と
受
け
取

ら
れ
、
「
千
供
扱
い
し
な
い
で
く
れ
」

「
余
計
な
口
出
し
を
し
な
い
で
放
っ

だ
よ
り

間確確
定
申
告
を
提
出
し
た
後
で
、
申

告
内
容
に
間
違
い
が
あ
る
こ
と
に
気

付
い
た
り
、
う
っ
か
り
確
定
申
告
書

の
提
出
を
忘
れ
て
い
る
人
は
い
ま
せ

ん
か
。
も
う
一
度
確
認
を
し
て
く
だ

;
ー
、
4

0

、，
rE
、・卜
u
マ税
額
を
少
な
く
申
告
し
て
い
た
と

き
は
「
修
正
申
告
」
を
、
ま
た
、
多

く
申
告
し
た
と
き
は
「
更
正
の
請
求
」

て
お
い
て
く
れ
」
な
ど
と
チ
供
は
一
一
一
一
同

い
ま
す
。
物
事
を
純
粋
に
一
面
的
に

見
る
傾
向
の
顕
著
な
時
期
な
の
で
、

そ
ろ
そ
ろ
中
年
に
達
し
た
親
の
し
て

い
る
こ
と
が
あ
ま
り
に
も
現
実
的
で

清
潔
さ
に
乏
し
く
、
そ
れ
に
反
発
を

感
ず
る
の
で
す
。

子
供
は
、
父
親
と
は
な
る
べ
く
一

緒
に
な
る
こ
と
を
避
け
、
会
っ
て
も

視
線
を
そ
ら
し
て
し
ま
い
ま
す
。
友

達
と
は
愉
快
そ
う
に
つ
き
会
っ
て
い

る
の
に
、
組
に
対
し
て
は
き
わ
め
て

冷
淡
で
、
不
機
嫌
な
表
情
を
示
し
ま

す
。
親
は
、
自
分
を
信
頼
し
、
自
分

に
甘
え
、
何
で
も
楽
し
そ
う
に
話
し

か
け
て
く
れ
た
幼
児
期
の
こ
と
を
思

い
出
し
、
ど
う
し
て
こ
ん
な
に
変
わ

を
し
て
正
し
い
税
額
に
訂
正
し
ま
し

ょ
う
。
ま
た
、
申
告
を
忘
れ
て
い
た

ス

ギ

花

粉

症

今
年
は
暖
冬
だ
っ
た
せ
い
か
、
花

粉
症
の
発
病
も
早
い
よ
う
で
す
が
、

こ
れ
か
ら
が
本
格
的
に
到
来
す
る
時

期
で
す
。
そ
こ
で
今
月
は
こ
の
対
策

に
つ
い
て
ふ
れ
て
み
ま
し
ょ
う
。

花
粉
の
と
ぷ
量
は
日
に
よ
っ
て
違

い
ま
す
が
、
雨
の
降
っ
た
翌
日
の
晴

っ
た
の
か
と
さ
び
し
く
感
じ
ま
す
。

ま
た
、
こ
れ
が
現
に
対
す
る
態
度
か

と
腹
を
立
て
た
り
し
ま
す
。
こ
れ
ら

の
第
二
反
抗
期
に
見
ら
れ
る
い
ろ
い

ろ
な
現
象
は
、
視
の
し
つ
け
が
厳
格

で
権
威
的
で
、
子
供
を
束
縛
す
る
こ

と
の
多
い
家
庭
に
よ
く
見
ら
れ
ま
す
。

最
近
の
親
は
一
昔
前
の
親
に
比
べ
て
、

子
供
に
優
し
く
、
高
圧
的
な
態
度
を

示
す
こ
と
が
少
な
い
の
で
、
第
二
反

抗
期
的
な
現
象
も
あ
ま
り
見
ら
れ
な

く
な
っ
た
と
い
わ
れ
ま
す
。

し
か
し
、
親
に
全
面
的
に
依
存
し

て
い
た
時
期
か
ら
自
立
し
て
い
く
際

に
は
、
程
度
の
違
い
は
あ
っ
て
も
、

税
と
子
の
間
に
は
違
和
感
や
摩
擦
が

あ
り
ま
す
。
親
は
、
親
チ
関
係
が
質

と
き
は
、
す
ぐ
に
確
定
申
告
を
し
て

く
だ
さ
い
。

れ
て
風
が
あ
る
と
き
が
多
い
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。
こ
ん
な
日
は
外
出
は

な
る
べ
く
さ
け
、
外
出
時
に
は
花
粉

症
用
の
マ
ス
ク
や
メ
ガ
、
不
を
か
け
る

の
も
一
方
法
で
す
。
ま
た
、
外
出
か

ら
帰
っ
た
ら
シ
ャ
ワ
ー
を
浴
び
る
の

も
効
果
的
で
す
し
、
布
団
や
洗
た
く

物
を
取
り
込
む
時
に
は
十
分
に
払
っ

て
か
ら
。

花
粉
か
ら
で
き
る
だ
け
遠
ざ
か
る

た
め
に
は
、
窓
を
開
放
し
な
い
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。

的
に
変
化
し
て
い
く
時
期
な
の
だ
と

い
う
こ
と
を
理
解
し
て
、
子
供
の
友

好
的
で
な
い
態
度
を
見
守
っ
て
い
る

こ
と
が
大
切
で
す
。
怒
っ
て
子
供
と

け
ん
か
を
し
て
も
、
得
る
も
の
は
何

も
あ
り
ま
せ
ん
G

第
二
反
抗
期
は
決

し
て
長
く
は
続
か
な
い
も
の
で
す
。
静

か
に
温
か
く
見
守
っ
て
い
れ
ば
、
や

が
て
大
人
に
な
っ
た
子
供
と
続
と
の

新
し
い
関
係
が
開
け
て
く
る
の
で
す
P
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協
力
隊
は
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
・

中
近
東
・
南
太
平
洋
の
開
発
途
上
に

あ
る
国
々
に
対
し
て
経
済
・
社
会
の

発
展
の
た
め
に
技
術
・
技
能
を
身
に

つ
け
た
青
年
を
派
遣
し
て
各
国
の
国

づ
く
り
に
協
力
し
て
い
ま
す
。

協
力
隊
で
は
昭
和
六
十
二
年
度
春

の
隊
員
を
下
記
の
要
項
で
募
集
し
ま

す。

記

資

格満
二

O
歳
以
上
、
原
則
と
し
て
三

十
五
歳
ま
で
の
青
年
男
女

願
書
締
切

昭
和
六
十
二
年
五
月
三
十
一
日

消
印
有
効

選
考
試
験

第
一
次
選
考
(
筆
記
試
験
・
:
作
文
・

英
語
・
技
術
)
は
、
昭
和
六
十
二
年

六
月
二
十
一
日
に
実
施

応
募
方
法

協
力
隊
所
定
の
願
書
を
期
日
ま
で

に
青
年
海
外
協
力
隊
事
務
局
へ
提
出

募
集
説
明
会

月
日

/
五
月
二
十

一
日

午
後
六
時
1
八
時

( 2月届出分)

出生児氏名 保護者名

矢吹敏嘩 晋市

鈴木亜矢 重光

大竹歩一郎

相楽清二 甲四郎

車田武寿 武実

塩津其美 信

塩津弘樹 善勝

お誕生おめでとう
ございます

場
所

ム郡/
喜山君日
明市 5f

工宮5
IZE - フて

I I公
一二八民
一|館
二十

昭
和
六
十
二
年
度
の
労
働
保
険
の

年
度
更
新
を
す
る
時
期
を
迎
え
ま
し 地 IR

蒜生

小高

岩法寺

崎

ウ

竜

/，-

北須釜

おくやみ
申し上げます

た
。
四
月
初
め
に
局
、
ま
た
は
県
か

ら
申
告
書
用
紙
が
送
付
さ
れ
ま
す
。

記
入
要
領
を
参
考
に
し
て
五
月
十

五
日
ま
で
に
、
最
寄
り
の
金
融
機
関
、

郵
便
局
ま
た
は
、
労
働
基
準
監
督
署
、

福
島
労
働
基
準
局
、
県
雇
用
保
険
課

で
手
続
き
を
さ
れ
ま
す
よ
う
お
願
い

し
ま
す
。

な
わ
、
詳
し
く
は
福
島
労
働
基
準

局
へ
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。
(
宮

O
二

四
五
l

三
四
ー
一
一
一
一
)

村のようす
(62年3月1日現在)

選欝塑亀
田J1，550戸(十 1) 

盤8
主
審

7，545人(十12)

3，734人(+6) 

3，811人(+6) 

(2月届出分)

死亡者氏名年令世帯主名

溝井利行 59 タケヲ

鈴木テ ン 弘正三

岡部角一 65 勝良

大野イマ 68 イ てミア

地区

小高

中

竜崎

南須釜

4
g/あ
り
が
と
う

J

・
E
E
h開
1
H

」，

議
捗
ご
ざ
い
ま
す

左
記
の
方
々
か
ら
社
会
福
祉
活
動

資
金
と
し
て
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
厚
く
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

記

。
竜
崎
の
岡
部
勝
良
さ
ん
か
ら

三

万

円

・
小
高
の
溝
井
秀
一
さ
ん
か
ら

二

万

円

@
山
小
塵
の
石
森
寅
蔵
さ
ん
か
ら

一

万

円

・
竜
崎
の
石
井
清
徳
さ
ん
か
ら

二

万

円

(
社
会
福
祉
協
議
会
)




